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術
団
体
の
活
動
に
も
積
極
的
に
関
わ
り
、

「
六
花
会
」
や
「
北
溟
会
」、「
東
奥
美
術

社
」
等
の
中
心
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
躍

し
、
審
査
委
員
を
務
め
る
な
ど
後
進
へ
の

指
導
に
も
あ
た
っ
た
。

　
中
央
で
の
活
躍
が
華
々
し
い
桂
樹
で
あ

っ
た
が
、
青
森
県
に
も
多
く
の
作
品
を
残

し
て
い
る
。
地
元
木
造
蓮
川
の
月
夜
見
神

社
や
全
龍
寺
、
平
川
市
の
猿
賀
神
社
や
黒

石
市
の
中
野
神
社
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る

が
、
平
和
の
象
徴
と
し
て
制
作
さ
れ
た
作

品
が
あ
る
。
五
所
川
原
市
の
立
佞
武
多
の

館
（
２
０
２
６
年
６
月
末
ま
で
改
修
工
事

予
定
）
前
に
佇
む
「
母
神
」
像
で
あ
る
。　

　
こ
の
作
品
は
１
９
５
５
（
昭
和
３
０
）
年
の

第
１
１
回
日
展
に
出
品
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ

　
つ
が
る
市
は
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
多

く
の
芸
術
家
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
を
ご
存

知
だ
ろ
う
か
。
版
画
家
の
棟
方
志
功
（
１
９

０
３－

７
５
、
青
森
市
）
と
交
遊
の
あ
っ
た

画
家
の
松
木
満
史
（
ま
ん
し
・
１
９
０
６－

７
１
、
旧
木
造
町
）
や
、
同
じ
く
画
家
の
小

林
喜
代
吉
（
１
８
９
７－

１
９
８
３
、
旧
森

田
村
）、
彫
刻
で
は
工
藤
繁
造
（
１
９
０
０

－

３
６
、
旧
柏
村
）
な
ど
が
、
地
元
に
芸
術

文
化
の
礎
を
築
い
て
い
っ
た
。
本
稿
で
ご
紹

介
す
る
の
は
、
旧
木
造
町
出
身
の
彫
刻
家
中

川
原
駅
前
大
通
り
交
差
点
の
ロ
ー
タ
リ
ー

に
移
設
さ
れ
、
記
念
式
典
も
執
り
行
わ
れ

た
。

　
ロ
ー
タ
リ
ー
の
撤
去
後
は
公
園
へ
と
移

設
し
、
立
佞
武
多
の
館
前
へ
と
場
所
を
移

し
て
い
る
。
場
所
を
変
え
時
代
を
経
て

も
、「
母
神
」
像
は
今
日
も
人
々
を
温
か
く

見
守
り
続
け
て
い
る
。

　
他
に
も
故
郷
へ
の
想
い
が
感
じ
ら
れ
る

エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。
１
９
３
９
（
昭
和

１
４
）
年
に
東
奥
日
報
社
が
企
画
し
た

「
在
京
芸
術
家
座
談
會
」
で
は
、
棟
方
志

功
や
太
宰
治
な
ど
当
時
第
一
線
で
活
動
し

て
い
た
青
森
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
芸
術
家

や
文
化
人
が
集
っ
た
。

　
桂
樹
は
自
己
紹
介
の
中
で
銘
菓
「
生
姜

糖
」
と
地
元
の
御
山
参
詣
に
つ
い
て
紹
介

し
た
ほ
か
、「
同
じ
郷
里
の
人
々
が
あ
る
一

つ
の
会
に
集
ま
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の

こ
と
だ
け
で
充
分
に
目
的
が
達
成
さ
れ
て

い
る
し
、
お
互
い
に
何
か
の
時
に
役
立
つ

と
い
う
こ
と
も
聞
い
て
い
る
」
と
述
べ
て

い
る
。

　
当
時
重
鎮
と
し
て
、
こ
の
会
の
世
話
役

に
も
選
ば
れ
て
い
た
桂
樹
に
と
っ
て
、
東

京
の
地
で
同
郷
の
仲
間
が
ど
れ
だ
け
心
強

い
か
経
験
を
も
と
に
話
し
た
の
だ
ろ
う
。

本
人
に
と
っ
て
わ
ず
か
１
４
年
し
か
生
活

し
な
か
っ
た
故
郷
だ
が
、
そ
の
想
い
は
人

一
倍
強
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
戸
　
奈
央
子

（
つ
が
る
市
教
育
委
員
会

 

教
育
部
文
化
財
課
・
学
芸
員
）

彫
刻
家
・
中
野
桂
樹

 ―

ふ
る
さ
と
津
軽
へ
の
想
い―
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野
桂
樹
で
あ
る
。

　
中
野
桂
樹
（
１
８
９
３－

１
９
６

５
）
は
、
つ
が
る
市
木
造
蓮
川
の
農
家

に
生
ま
れ
た
。
１
４
歳
で
弘
前
の
仏
師

早
坂
寿
雲
に
師
事
し
、
彫
刻
家
を
目
指

し
て
い
く
。
１
９
１
３
（
大
正
２
）
年

に
上
京
し
太
平
洋
研
究
所
に
入
所
。
そ

の
後
、
東
京
美
術
学
校
（
現
東
京
藝
術

大
学
）
彫
塑
科
へ
入
学
し
彫
刻
を
学
ん

だ
。

　
桂
樹
の
活
躍
は
官
設
の
美
術
展
覧
会

を
中
心
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
在
学

中
の
１
９
１
８
（
大
正
７
）
年
に
文
部

省
美
術
展
覧
会
（
文
展
）
に
初
入
選
し

て
か
ら
は
晩
年
ま
で
積
極
的
に
出
品

し
、
官
展
の
常
連
と
な
っ
て
い
く
。
美

の
２
年
後
に
五
所
川
原
市
に
お
い
て

青
森
県
平
和
産
業
大
博
覧
会
（
通
称

五
所
川
原
博
）
が
開
催
を
控
え
て
い

た
。
前
年
に
展
覧
会
の
た
め
に
帰
省

し
て
い
た
桂
樹
は
、「
公
園 

等
に
平

和
の
女
神
の
よ
う
な
像
を
建
て
た
ら

ど
う
か
」
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
応
え

て
い
る
。

　
こ
の
話
が
直
接
結
び
つ
い
た
か

ど
う
か
は
不
明
だ
が
、
日
本
の
国

連
加
盟
と
市
制
施
行
３
周
年
を
記

念
し
て
開
幕
し
た
五
所
川
原
博
で

は
、「
母
神
」
像
が
会
場
の
泉
水
に

設
置
さ
れ
た
。
閉
幕
後
に
は
五
所
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